
 

技術資料作成時の注意事項 
 

 

 小樽開発建設部が総合評価落札方式により発注する工事に参加するた

めの技術資料を作成する際に、特に気をつけていただきたい様式に注意

ポイントを記載しましたので、参考として下さい。 

 

 工事の実績等を有していても書類の記載ミスや参考資料の添付忘れに

より加点されなかったり、失格となる場合がありますので、申請書提出

前には今一度、添付書類等の確認をお願いします。 

 

 

 

令和５年８月 

小樽開発建設部 技術管理官



（技術資料表紙例）                                    令和○年○月○日 

 支出負担行為担当官 

  小樽開発建設部長 ○○ ○○ 殿 

                住 所 〒000-0000 

                       北海道○○市○○町○－○－○ 

                商号又は名称 ○○建設株式会社 

                代 表 者 氏 名 代表取締役社長 ○○ ○○   

                               資料作成者名 ○○ ○○ 

                連 絡 先 〒000-0000  

                       北海道○○市○○町○－○－○ 

                       ○○建設株式会社○○支店○○部○○課 

                       TEL 0000-00-0000（内線 0000） 

                                              E-MAIL： 

 

一般国道○○号 ○○町 ○○工事 

技  術  資  料 

  上記工事に係る技術資料について、下記のとおり提出します。 

                              資料の提出方法 

 提出資料名 

電子入札 

システム 

郵 送 

 

備  考 

 

 競争参加資格確認申請書（別記様式１） ○  
競争参加資格確認申

請時に提出済み 

 同種工事の施工実績／企業の工事表彰等 

（別記様式２－１－１） 
○   

同種工事の施工実績／企業の工事表彰等（一次下請け） 

（別記様式２－１－２） 
○   

 近隣地域内の施工実績（別記様式２－２） ○   

主任 (監理)技術者の資格・工事経験・優良工事表彰の実績

（別記様式３－１－１） 
○  

 

 

主任 (監理)技術者の資格・工事経験・優良工事表彰の実績

（別記様式３－１－２） 
○   

主任 (監理)技術者の工事成績（別記様式３－２） ○   

 工事成績評定通知書の写し ○   

 技術検定合格証明書及び監理技術者資格者証等の写し ○   

 コリンズの写し又は必要な実績等を証する書類の写し 

（コリンズ未登録分） 
○   

 施工計画（当該工事での留意事項等）（別記様式４－１） ○   

 災害活動の実態に関する実績（別記様式５－１） ○   

災害緊急活動を実施する際の担当者、災害対応建設機材若 

 しくは作業船の保有状況ならびに運転・操作資格者等の確 

保状況について（別記様式５－２） 

○   

新技術導入促進（Ⅰ）型での新技術活用提案 

（別記様式６－２） 
○   

 登録基幹技能者等の活用について（別記様式７） ○   

維持工事の施工実績（別記様式８）    

工事に使用する作業船の申請（別記様式９－１） ○   

その他の技術的適性（別記様式１０）    

従業員への賃金引上げ計画の表明書(別記様式１４－１又は１４－２) ○   

 その他（具体的に提出資料名を記載すること） ○   

 ※１ 記載に当たっては、すべての提出資料名及びその提出方法を記入すること。 

   ２ 代表者印等の押印は要しない。 

  ３ 技術資料提出時には、資料作成者名を忘れずに記載すること。 

４ 「該当なし」となる様式は、上記対象箇所に斜線（／）又は抹消線（－）を記入すること。

この場合、様式の提出は要しない。 

sawada-j22ab
テキスト ボックス
　共通事項　・　過去の提出資料を再利用したため、必要な内容が記載されていない事例が　　見受けられます。必ず、最新の提出様式を使用して下さい。  ・　各提出様式の※印等の注意文は、適宜削除して構いません。



（別記様式２－１－１）                                                       （用紙Ａ４） 

 

同種工事の施工実績／企業の工事表彰等 

 

会社名：            

 

参 加 資 格 

 

平成○○年度以降に、次の要件を満たす同種工事を元請けとし

て施工した実績を有すること。 

・○○における○○○○工の施工実績を有すること。 

同 種 性 区 分 同種工事 ・ より同種性の高い工事 

工事名称等 

工 事 名 称  

発 注 機 関 名  

施 工 場 所  （都道府県名・市町村名） 

契 約 金 額             千円 

工 期      年  月  日～     年  月  日 

受 注 形 態 等 単体／ＪＶ（出資比率） 

評  定  点 ○○点 

ｺﾘﾝｽﾞ登録番号  ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

工事概要 

構 造 形 式  

規 模 ・ 寸 法  

使用機材・数量  

設 計 条 件  

※ 競争参加資格は、平成○○年度以降資料の提出期限の日までに完成し、引渡しが済んでいる工

 事を対象とし、同種性区分による加算点は、平成○○年度以降公告日（ただし、新型コロナウイ

ルスの感染拡大防止に向けた工事の一時中止措置等により年度内の工期延伸または繰越した工事に

ついては、技術資料の提出期限日）までに完成し、引渡しが済んでいる工事を対象とする。 

※ 「海外インフラプロジェクト技術者認定・表彰制度」により認定された工事実績がある場合

は、国内工事の実績と同様に企業の「同種工事」又は「より同種工事」の実績として評価する。 

※ 「同種性区分」欄の該当する方の工事を○で囲むこと。 

※ 施工実績が国土交通省の発注した工事の場合は、評定点が６５点未満のものを除く。確認のた

め当該実績に係る工事の成績評定通知書の写しを添付すること。 

 

優良工事等表彰の有無 有 （表彰名、工事名称（表彰者 年月日））・無 

工事成績優秀企業 

 認定の有無 
有 （認定年月日）・無 

国土交通省 

i-Construction 大賞受賞

の有無 

有 （受賞名（国土交通大臣賞、優秀賞））・工事名称

（受賞公表年月日）・無 

北海道開発局 i-Con 奨励

賞受賞の有無 
有 （工事名称、受賞年月日） ・無 

※ 共同企業体により参加する場合において、「同種工事の施工実績」を本様式により提出する構

成員以外の構成員のうち、優良工事表彰等を受けている構成員は、本様式（「会社名」及び「優

良工事表彰等」欄を記載すること。）を提出すること。 

※ なお、表彰状等の写しは提出を要さない。 
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テキスト ボックス
　　コリンズの写しと工事成績評定通　知書の写しは必要なので忘れずに添　付して下さい。　　
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テキスト ボックス

sawada-j22ab
テキスト ボックス
　　事業部門によっては、評価　対象としない場合があります。

sawada-j22ab
矢印
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テキスト ボックス
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テキスト ボックス
　　表彰・認定・受賞の有無については発注者側で確認できるので、表彰状等の　写しは提出不要ですが、海外インフラ部門については添付が必要です。　
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（別記様式２－２）                                                        （用紙Ａ４） 

近隣地域内の施工実績 

 合計  ○件 

会社名：           

 

  近隣地域内の 

  工 事 の 条 件 

 

  過去１０年度（平成○○～令和○年度）に元請けとして完成・引渡しが完了した

○○部門の工事の中から小樽開発建設部管内における最終請負額５００万円以上の

施工実績を記載する（共同企業体の構成員としての実績は、出資比率が 20％以上

の場合のものに限る。）。 

 工 

 事 

 名 

 称 

 等 

 ① 

工 事 名 称   

発注機関名   

施 工 場 所   （都道府県名・市町村名） 

契 約 金 額         千円 

工 期      年  月  日～    年  月  日 

受注形態等 単体／ＪＶ（出資比率：○○％） 

評 定 点  ○○点 

ｺﾘﾝｽﾞ登録番号 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 工 

 事 

 名 

 称 

 等 

 ② 

工 事 名 称   

発注機関名   

施 工 場 所   （都道府県名・市町村名） 

契 約 金 額         千円 

工 期      年  月  日～    年  月  日 

受注形態等 単体／ＪＶ（出資比率：○○％） 

評 定 点  ○○点 

ｺﾘﾝｽﾞ登録番号 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 工 

 事 

 名 

 称 

 等 

 ③ 

工 事 名 称   

発注機関名   

施 工 場 所   （都道府県名・市町村名） 

契 約 金 額         千円 

工 期      年  月  日～    年  月  日 

受注形態等 単体／ＪＶ（出資比率：○○％） 

評 定 点  ○○点 

ｺﾘﾝｽﾞ登録番号 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 工 

 事 

 名 

 称 

 等 

 ④ 

工 事 名 称   

発注機関名   

施 工 場 所   （都道府県名・市町村名） 

契 約 金 額         千円 

工 期      年  月  日～    年  月  日 

受注形態等 単体／ＪＶ（出資比率：○○％） 

評 定 点  ○○点 

ｺﾘﾝｽﾞ登録番号 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 工 

 事 

 名 

 称 

 等 

 ⑤ 

工 事 名 称   

発注機関名   

施 工 場 所   （都道府県名・市町村名） 

契 約 金 額         千円 

工 期      年  月  日～    年  月  日 

受注形態等 単体／ＪＶ（出資比率：○○％） 

評 定 点  ○○点 

ｺﾘﾝｽﾞ登録番号 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
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テキスト ボックス
　　コリンズの写しと工事成績評定通知書の　写しは必要なので忘れずに添付して下さい。　　



※ 「総合評価落札方式における提出書類の一部事前受付の実施について（令和○年○月○日

付）」に基づき、「令和○年度総合評価落札方式 実績事前受付票（一般土木企業用）（一般

土木技術者用）」（令和○年○月○日付け小樽開発建設部契約課受付印を押印済のもの。以下

「事前受付票」という。）を受理し、その「事前受付票」の写しにて評価を受ける場合は、そ

の写しを提出すること。 

 但し、内容に変更があるときは、該当する様式及び必要な書類を新たに提出すること。 

 また、「事前受付票」により評価を受ける場合において、提出不要とされている様式の提出

及び記載不要とされている事項について記載している様式の提出があり、当該様式の記載内容

と提出を受けた「事前受付票」の写しの記載内容に相違があるときは、提出を受けた様式の記

載事項を優先して評価する。 

※ 新型コロナウイルスの感染拡大防止に向けた工事の一時中止措置等により繰越した工事につ

いては、前年度の実績として含める（ただし、技術資料の提出期限日までに完成・引渡しが完

了した工事に限る。）。 

※ 施工実績が北海道開発局の発注した工事の場合は、評定点が６５点未満のものを除く。確認

のため当該実績に係る工事成績評定通知書の写しを添付すること。 

※ 求める施工実績が一般財団法人日本建設情報総合センターのコリンズに登録されている場合

は、コリンズの写し（近隣地域内の施工実績の条件が確認できる部分）を添付し、登録されて

いない場合は、必要な実績等を証する書類の写しを添付すること。 

※ １件の工事で施工場所が小樽開発建設部管内と小樽開発建設部管外で混在している場合は、

当該工事が小樽開発建設部管内を施工場所とする部分において、「近隣地域内の工事の条件」

に示す最終請負額以上の施工実績であることがわかる資料を添付すること。 

※ 記載する施工実績は最大５件とすること。 

※  共同企業体として参加する場合は、全ての構成員毎に本様式を提出すること。 

sawada-j22ab
テキスト ボックス
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テキスト ボックス
　　施工場所が小樽開発建設部管内・管外で混在している　場合は、管内部分において５００万円以上の施工実績で　あることがわかる資料を添付して下さい。
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矢印



（別記様式３－１－１）                                                        （用紙Ａ４） 

 

主任(監理)技術者の資格・工事経験・優良工事表彰の実績 

 

会社名：             

 

参 加 資 格 

 平成○○年度以降に、次の要件を満たす同種工事を元請けと

して施工した実績を有すること。 

・○○における○○○○工の施工実績を有すること。 

配置予定者の役職・氏名 主任(監理)技術者 ○○ ○○ 

法令による資格・免許 

【一般土木、維持、舗装、塗装しゅんせつ等】 

 ○級土木施工管理技士（取得年、登録番号） 

【建築】 

 ○級建築施工管理技士（取得年、登録番号） 

【電気工事等】 

 ○級電気工事施工管理技士 

【電気通信】 

 実務経験による（別紙） 

《以下２行目、３行目共通》 

 監理技術者資格（取得年、登録番号及び登録会社） 

 監理技術者講習修了証（修了年、修了証番号） 

ＣＰＤ推奨単位の取得 有（単位取得 ○／○年） ・ 無 

同 種 性 区 分 同種工事 ・ より同種性の高い工事 

工事経験

の概要 

工 事 名 称  

発 注 機 関 名  

施 工 場 所 （都道府県名・市町村名） 

契 約 金 額 ○○○，○○○千円 

工     期     年  月  日 ～     年  月   日 

従 事 役 職 現場代理人、主任 (監理)技術者、担当技術者、特例監理技術者 

従 事 期 間     年  月  日 ～     年  月   日 

工 事 内 容  

評  定  点  ○○点 

ｺﾘﾝｽﾞ登録番号 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ・ 登録無し 

申請時に

おける他

工事の従

事状況 

工 事 名 称  

他工事での兼務 他工事で兼務が認められているか（  可  ・ 対象外 ） 

発 注 機 関 名  

工     期     年  月  日 ～     年  月   日 

従 事 役 職 現場代理人、主任（監理）技術者、担当技術者、特例監理技術者 

本工事と重複する 

場合の対応措置 

（例）本工事に着手する前の○○月○○日に完成検査のため、

本工事に従事可能 

【※特例監理技術者として兼務の場合、記載不要】 

ｺﾘﾝｽﾞ登録番号 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ・ 登録無し 

優良工事

表彰 

表 彰 種 別 ○○表彰（○○年度表彰） 

部     門 ○○部門 

施 工 年 度 令和○○年度 

工  事  名 ○○○○工事 

 

sawada-j22ab
テキスト ボックス

sawada-j22ab
テキスト ボックス
　　添付する監理技術者資格者証　の写しが有効期限内であること　に注意して下さい。
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テキスト ボックス
　　コリンズの写しと工事成績評定通知書の写しは　必要なので忘れずに添付して下さい。　　



※ 「総合評価落札方式における提出書類の一部事前受付の実施について（令和○年○月○日付）」

に基づき、「令和○年度総合評価落札方式 実績事前受付票（一般土木企業用）（一般土木技術者

用）」（令和○年○月○日付け小樽開発建設部契約課受付印を押印済のもの。以下「事前受付票」

という。）を受理し、その「事前受付票」の写しにて評価を受ける場合は、その写しを提出するこ

と。 

 但し、内容に変更があるときは、該当する様式及び必要な書類を新たに提出すること。 

 また、「事前受付票」により評価を受ける場合において、提出不要とされている様式の提出及び

記載不要とされている事項について記載している様式の提出があり、当該様式の記載内容と提出を

受けた「事前受付票」の写しの記載内容に相違があるときは、提出を受けた様式の記載事項を優先

して評価する。 

※ 競争参加資格は、平成○○年度以降資料の提出期限の日までに完成し、引渡しが済んでいる工事

を対象とし、同種性区分による加算点は、平成○○年度以降公告日（ただし、新型コロナウイルス

の感染拡大防止に向けた工事の一時中止措置等により年度内の工期延伸または繰越した工事につい

ては、技術資料の提出期限日）までに完成し、引渡しが済んでいる工事を対象とする。 

※「海外インフラプロジェクト技術者認定・表彰制度」により認定された工事実績がある場合は、国

内工事の実績と同様に技術者の「同種工事」又は「より同種工事」の実績として評価する。 

※「海外インフラプロジェクト技術者認定・表彰制度」により表彰された工事実績は、北海道開発局

の優良工事表彰等と同様に評価する。「海外インフラプロジェクト優秀技術者 国土交通大臣賞」

は局長表彰相当、「海外インフラプロジェクト優秀技術者 国土交通大臣奨励賞」は部長表彰相当

とする。 

※ 工期と従事期間が合致しない場合は、同種工事に従事したことが判断できる書類（実施工程表

等）を添付すること。 

※ 「同種性区分」欄の該当する方の工事を○で囲むこと。 

※ 工事経験の概要、申請時における他工事の従事状況について、必要事項が一般財団法人日本建設

情報総合センターのコリンズに登録されている場合は、コリンズの写しを添付し、登録されていな

い場合は、必要な実績等を証する書類の写しを添付すること。 

※ 対象期間中に出産・育児等の真にやむを得ない事情により休業を取得していた場合には、休業期

間に相当する日数を対象期間に加えることができる。この場合、休業を証明できる書類を添付する

こと。 

※ 対象期間中に国等発注による事業促進ＰＰＰ又はＣＭ（施工段階に限る）に従事していた場合、

その従事期間を除いて対象年度を遡ることができる。遡りは、全従事期間の１年未満を切り捨てた

期間とする。この場合、従事していたことを証明できる書類を添付すること。 

※ 工事経験が国土交通省の発注した工事の場合は、評定点が６５点未満のものを除く。確認のため

当該実績に係る工事成績評定通知書の写しを添付すること。 

※ 申請時における他工事の従事状況は、従事しているすべての工事（民間工事も含む）について、

本工事を落札した場合の技術者の配置予定等を記入すること。 

※ 特例監理技術者を配置する場合は、監理技術者補佐の資格・工事の従事状況（別記様式３－１－

３）に記入すること。 

※ 優良工事等表彰を受けている場合の表彰状等の写しは、提出を要さない。 

ただし、「海外インフラプロジェクト技術者認定・表彰制度」表彰の写しは添付すること。 
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　　表彰状等の写しの添付について注意して下さい。
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（別記様式３－１－３）                                                        （用紙Ａ４） 

 

監理技術者補佐の資格・工事の従事状況 

 

会社名：             

 

配置予定者の役職・氏名 

 

 

監理技術者補佐 ○○ ○○ 

法令による資格・免許 

【一般土木、維持、舗装、塗装しゅんせつ等】 

 ○級土木施工管理技士（取得年、登録番号） 

【建築】 

 ○級建築施工管理技士（取得年、登録番号） 

【電気工事等】 

 ○級電気工事施工管理技士 

【電気通信】 

 実務経験による（別紙） 

《以下２～４行目共通》 

 監理技術者資格（取得年、登録番号及び登録会社） 

 監理技術者講習修了証（修了年、修了証番号） 

 １級土木施工管理技士補（取得年） 

申請時に

おける他

工事の従

事状況 

工 事 名 称  

発 注 機 関 名  

工     期     年  月  日 ～     年  月   日 

従 事 役 職 
現場代理人、主任（監理）技術者、 

担当技術者、特例監理技術者 

本工事と重複する 

場合の対応措置 

（例）本工事に着手する前の○○月○○日に完成検査のため、

本工事に従事可能 

ｺﾘﾝｽﾞ登録番号 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ・ 登録無し 

※ 「総合評価落札方式における提出書類の一部事前受付の実施について（令和○年○月○日付）」
に基づき、「令和○年度総合評価落札方式 実績事前受付票（一般土木企業用）（一般土木技術者
用）」（令和○年○月○日付け小樽開発建設部契約課受付印を押印済のもの。以下「事前受付票」
という。）を受理し、その「事前受付票」の写しにて評価を受ける場合は、その写しを提出するこ
と。 
 但し、内容に変更があるときは、該当する様式及び必要な書類を新たに提出すること。 
 また、「事前受付票」により評価を受ける場合において、提出不要とされている様式の提出及び
記載不要とされている事項について記載している様式の提出があり、当該様式の記載内容と提出を
受けた「事前受付票」の写しの記載内容に相違があるときは、提出を受けた様式の記載事項を優先
して評価する。 

※ 申請時における他工事の従事状況について、必要事項が一般財団法人日本建設情報総合センター
のコリンズに登録されている場合は、コリンズの写しを添付し、登録されていない場合は、必要な
実績等を証する書類の写しを添付すること。 

※ 申請時における他工事の従事状況は、従事しているすべての工事（民間工事も含む）について、
本工事を落札した場合の技術者の配置予定等を記入すること。 

※ 資格を満たすことを証する書類を提出すること。 
 (ｱ)特例監理技術者が兼務する工事の内容がコリンズに登録されていない場合は、工事の内容がわ

かる書類の写し等  
  (ｲ)監理技術者補佐の資格を有する書類（一級施工管理技士等の国家資格者などの合格証など） 
  (ｳ)監理技術者補佐の直接的かつ恒常的な雇用関係を証明する書類 
  (ｴ)特例監理技術者及び監理技術者補佐の業務分担、連絡体制等を記載した書類（任意様式） 
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　　本様式の提出をもって　特例監理技術者を配置す　るものと判断します。



（別記様式３－２）                                                        （用紙Ａ４） 

 

主任(監理)技術者の工事成績 

 

会社名：             

配置予定者の従事役職・氏名 
             （フリガナ） 

 ○○技術者 ○○ ○○ 

対  象  工  事 

平成○○～令和○年度に、元請けとして完成した、北海道開発

局発注工事の工事区分が「一般土木」又は北海道開発局発注の道

路部門の年間維持除雪工事の工事区分が「維持」の工事。任意の

１件とし、主任(監理)技術者又は現場代理人として従事したもの

に限る。 

工事概要 

工 事 名 称  

発 注 機 関 名  北海道開発局 ○○開発建設部 

契 約 金 額             千円 

工     期      年  月  日 ～     年  月  日 

従 事 役 職  主任（監理）技術者又は現場代理人 

従 事 期 間      年  月  日 ～     年  月  日 

工事成績評定点   ○○点 

コリンズ登録番号 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ・ 登録無し 

※ 「総合評価落札方式における提出書類の一部事前受付の実施について（令和○年○月○日

付）」に基づき、「令和○年度総合評価落札方式 実績事前受付票（一般土木企業用）（一般土

木技術者用）」（令和○年○月○日付け小樽開発建設部契約課受付印を押印済のもの。以下「事

前受付票」という。）を受理し、その「事前受付票」の写しにて評価を受ける場合は、その写し

を提出すること。 

 但し、内容に変更があるときは、該当する様式及び必要な書類を新たに提出すること。 

 また、「事前受付票」により評価を受ける場合において、提出不要とされている様式の提出及

び記載不要とされている事項について記載している様式の提出があり、当該様式の記載内容と提

出を受けた「事前受付票」の写しの記載内容に相違があるときは、提出を受けた様式の記載事項

を優先して評価する。 

※ 新型コロナウイルスの感染拡大防止に向けた工事の一時中止措置等により繰越した工事につい

 ては、前年度の成績として含めるものとする。ただし、技術資料の提出期限日までに完成・引渡

 しが完了した工事に限る。 

※ 工事概要が一般財団法人日本建設情報総合センターのコリンズに登録されている場合は、コリ

ンズの写しを添付し、登録されていない場合は、必要な実績等を証する書類の写しを添付するこ

と。 

※ 従事役職の記載は、監理技術者、主任技術者、現場代理人のいずれかを記載すること。ただ

し、単体として受注した工事で主任技術者を記載する場合は、監理技術者配置の必要のない工事

に限る。 

※ 申請するすべての配置予定技術者について提出すること。 
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　　コリンズの写しと工事成績評定通知書の写し　は必要なので忘れずに添付して下さい。　　



※ 対象期間中に出産・育児等の真にやむを得ない事情により休業を取得していた場合には、休業

期間に相当する日数を対象期間に加えることができる。この場合、休業を証明できる書類を添付

すること。 

※ 対象期間中に国等発注による事業促進ＰＰＰ又はＣＭ（施工段階に限る）に従事していた場

合、その従事期間を除いて対象年度を遡ることができる。遡りは、全従事期間の１年未満を切り

捨てた期間とする。この場合、従事していたことを証明できる書類を添付すること。 



（別記様式４－１）                                                       （用紙Ａ４） 

施工計画（当該工事での留意事項等） 

 

工事名：              

会社名：                      

 ■当該工事で

の留意事項等 

① ○○○○の○○○○について 

① 主任技術者（監理技術者）に対する、本工事における技術者育成のための

会社の取組について（技術者育成・緩和のみ） 

 

 

項目 当該工事での留意事項等 

 

着眼点及びその

理由 

 

 

 

１２３４５６７８９101112131415161718192021222324252627282930313233343536 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

 

着眼点に対する

対策及び効果 

 

 

 

１２３４５６７８９101112131415161718192021222324252627282930313233343536 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

 

■当該工事での

留意事項等 

② ○○における○○施工時の○○○○について（ただし、○○は除く） 

 

項目 当該工事での留意事項等 

 

着眼点及びその

理由 

 

 

 

 

１２３４５６７８９101112131415161718192021222324252627282930313233343536 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

 

着眼点に対する

対策及び効果 

 

 

 

 

１２３４５６７８９101112131415161718192021222324252627282930313233343536 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

※ 記載については「施工計画（当該工事での留意事項等）作成要領」を参照のこと。 



施工計画（当該工事での留意事項等）作成要領 

 

 

１ 工事名、会社名は必ず記入すること。 

なお、共同企業体の場合は、共同企業体名を記入すること。 

 

２ 提出枚数は、文字、図、写真等を含める場合であっても、Ａ４判で１枚限りとする。 

 

３ 当該工事での留意事項等の記入欄の行数を適宜調整し、Ａ４判片面１枚以内で記載すること。 

 

４ 別記様式４－１の文書スタイルについて、余白は、上下、左右２０mm、当該工事での留意事項等

の記入欄の行当たりの文字数は３６字、文字サイズは１０ポイントに設定されており、変更しない

こと。 

 

５ 文字はモノクロとし、記載時にアンダーライン等の装飾はしないこと。 

 

６ 当該工事での留意事項等の記入欄には、過去の同種工事の実績・経験等を踏まえ、以下の点に留

意し記載すること。 

 (1) 「着眼点及びその理由」について 

・当該工事の留意事項に対し、対策を行う上で重要と考えられる「着眼点及びその理由」を記載

すること。 

・当該工事において何故着眼するのか、気象条件、現地状況、施工内容等を踏まえて記載するこ

と。 

・記載は１項目とし、内容の異なる２項目以上の「着眼点及びその理由」を記載した場合は、最

初の１項目のみ評価する。 

 (2) 「着眼点に対する対策及び効果」について 

・曖昧な表現は避け、できるだけ具体的な数量、頻度、効果等を記載すること。 

・２項目以上の対策となる場合は、最初の１項目のみ評価する。（但し、当該工事の現地状況等

を勘案し、一連の対策と見なされる場合は除く） 

 (3) 法令違反、危険な行為、安全性を損なう行為等の記載があった場合は、不可（競争参加資格を

認めない）とする。 

 (4) 他機関との協議が必要なもの及び設計未計上工種に関するものは、評価対象としない。 

 (5) 特記仕様書等において、監督職員と協議すると定められた事項については、記載しないこと。 

  (6)ＩＣＴ活用施工に掛かる技術の活用について、本工事では総合評価落札方式における「施工計

画（当該工事の留意事項等）」での評価対象外とするため、記載しないこと。但し、ＩＣＴ活用

施工に掛かる技術を応用（別の技術を組み合わせて効果を高める、または別の効果を発現する等

を含む）した技術提案については、その応用部分(付加的な内容)についてのみ評価対象とする。 

 

７ オーバースペックについて 

  当該工事での留意事項等において、オーバースペックとなる過度なコスト負担を要するものは、

評価の対象とはなりません。 

   本工事における過度なコスト負担を要するものとは、下記を想定しています。 

 (1) 設計図書や示方書等の規定の範囲を超えた高価な材料を用いるもの。 

 (2) 要求水準に対し過剰な品質・性能を実現するもの。 

 (3) 規格値、基準値を大幅に上回る自主管理値を設定するもの。 

 (4) 使用する必要性が低いと判断されるもの。 

 (5) 現地条件に伴って、設計変更協議の対象となるもの。 

※オーバースペック等の評価しない項目【港湾空港漁港に限る】 

https://www.hkd.mlit.go.jp/ky/kk/kou_ken/ud49g7000000tm4k.html 
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　　余白や文字数、文字サイズが　著しく変更されていると失格と　なる場合がありますので、注意　して下さい。
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（別記様式４－３）                                                                     （用紙Ａ４） 
  施工能力評価型Ⅰ型①（施工計画重視型） 

 

施工計画（当該工事での留意事項等） 
 

工事名： 
会社名： 

 
 
■当該工事での留意事項等 
 
 

 本工事は一般国道〇号〇町○○○○整備事業の一環として道路改良に伴う○○工
事を実施するものであり、○○工、○○工、○○工等の適切な施工が求められる。
 このことを踏まえ、下記の各項目に関して、①施工上、留意が必要と考える内容
（着目点）、②その着目点への対応（対策方法、効果、履行確認方法）について、
具体的に記載願います。 

 

項 目 １ ○○○○○における施工管理について 

① 
② 
１２３４５６７８９10111213141516171819202122232425262728293031323334353637383940414243444546474849 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 

項 目 ２ ○○○○○における施工管理について 

① 
② 
１２３４５６７８９10111213141516171819202122232425262728293031323334353637383940414243444546474849 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 

項 目 ３ ○○○○○に対する安全対策について     

① 
② 
１２３４５６７８９10111213141516171819202122232425262728293031323334353637383940414243444546474849 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 

項 目 ４ ○○○○○の安全対策について（但し、協議事項を除く。）   

① 
② 
１２３４５６７８９10111213141516171819202122232425262728293031323334353637383940414243444546474849 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 
 
※ 記載については、「当該工事での留意事項等」作成要領を参照のこと。
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「当該工事での留意事項等」作成要領 
 
 
１ 工事名、会社名は必ず記入すること。 

なお、共同企業体の場合は、共同企業体名を記入すること。 
 
２ 提出枚数は、文字、図、写真等を含める場合であっても、Ａ４判で１枚限りとする。 
 
３ 項目１～４の記入欄の行数を適宜調整し、Ａ４判片面１枚以内で記載すること。 
 
４ 別記様式４－３の文書スタイルについて、余白は、上２５mm、下１５mm、左右１５mm、記入欄の行当たりの

文字数は４９字、文字サイズは１０ポイントに設定されており、変更しないこと。 
 
５ 文字はモノクロとし、記載時にアンダーライン等の装飾はしないこと。 
 
６ 項目１～４について、①施工上、留意が必要と考える内容（着目点）、②その着目点への対応方法（対策方

法、効果、履行確認方法）を以下の点に留意し記載すること。 
①  「施工上、留意が必要と考える内容（着目点）」について 

  ・当該工事において何故留意するのか、気象条件、現地状況、施工内容等を踏まえて、記載すること。 
  ・記載は１件とし、内容の異なる２件以上の「施工上、留意が必要と考える内容（着目点）」を記載した場

合は、最初の１件のみ評価する。 
②  「その着目点への対応方法（対策方法、効果、履行確認方法）」について 

  ・曖昧な表現は避け、できるだけ具体的な数量、頻度、効果等を記載すること。 
  ・記載は１件とし、内容の異なる２件以上の「その着目点への対応方法（対策方法、効果、履行確認方

法）」を記載した場合は、最初の１件のみ評価する。（但し、一連と見なされる場合は除く） 
  ・法令違反、危険な行為、安全性を損なう行為等の記載があった場合は、不可（競争参加資格を認めない）

とする。 
  ・他機関との協議が必要なもの及び設計未計上工種に関するものは、評価対象としない。 
  ・特記仕様書等において、監督職員と協議すると定められた事項については、記載しないこと。 

   ③ＩＣＴ活用施工に掛かる技術の活用について、本工事では総合評価落札方式における「施工計画（当該工

事の留意事項等）」での評価対象外とするため、記載しないこと。但し、ＩＣＴ活用施工に掛かる技術を

応用（別の技術を組み合わせて効果を高める、または別の効果を発現する等を含む）した技術提案につい

ては、その応用部分（付加的な内容）についてのみ評価対象とする。 

   ※（Ⅰ①型）等で「技術提案書（施工計画等）」を求める場合は、上記を追加する。 

 
７ オーバースペックについて 
  当該工事での留意事項等において、オーバースペックとなる過度なコスト負担を要するものは、評価の対象

とはなりません。 
   本工事における過度なコスト負担を要するものとは、下記を想定しています。 
 (1) 設計図書や示方書等の規定の範囲を超えた高価な材料を用いるもの。 
 (2) 要求水準に対し過剰な品質・性能を実現するもの。 
 (3) 規格値、基準値を大幅に上回る自主管理値を設定するもの。 
 (4) 使用する必要性が低いと判断されるもの。 
 (5) 現地条件に伴って、設計変更協議の対象となるもの。 
 

※オーバースペック等の評価しない項目【港湾空港漁港に限る】 
https://www.hkd.mlit.go.jp/ky/kk/kou_ken/ud49g7000000tm4k.html 
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（別記様式５－１）                                                            （用紙Ａ４） 

災害活動の実態に関する実績 

 

会社名：             

1. 災害活動の実態（災害緊急活動、防災活動、支援体制）（小樽開発建設部管内） 

(1) 過去３年度（令和○年度

以降公告日まで）の災害

緊急活動の実績の有無 

 

 

有（別添のとおり） ・ 無 

(2) 過去３年度（令和○年度

以降公告日まで）の防災

活動の実績の有無 

 

 

有（別添のとおり） ・ 無 

(3) 支援体制の有無 
 

1) 倉庫または土地所有地   有（別添のとおり） ・ 無 

 

2) 資材の保有             有（別添のとおり） ・ 無 

 

※ (1)(2)(3)については、いずれか一項目のみ記載すること。（二項目記載した場合は、一項目

のみの評価とする。） 

※ 「有」の場合は、確認できる資料を添付すること。（競争参加資格確認申請者を対象とした

ものであることが確認できるものを添付すること。） 

 

2. 災害活動の実態（小樽開発建設部管内の協定締結） 

(1) 防災協定の締結について 

1) 管内を対象とした協定の有無 

2) 協定「有」の者の管内における営業拠点 

 

有（別添のとおり）   ・ 無 

本店 ・ 支店、営業所 ・ 無 

 

令和○年度に小樽開発建設部管内（石狩市を含む。以下同じ。）（以下、管内という）を災害緊

急活動の範囲とする防災協定を国又は地方自治体と締結している者、若しくは国又は地方自治体と

協定を締結している建設業協会等の団体の会員として災害体制に参加している者のうち、管内に本

店、支店又は営業所を有する者を評価対象とする。 

 

なお、評価対象となる者は以下の資料を提出すること。 

 

○ 別記様式５－１ 

○ 管内を災害緊急活動の範囲とする防災協定の協定書や証明書（令和○年４月１日以降のもの）

の写し 

○ 別記様式５－２ 

《別記様式５－２の記載内容》 

・ 災害緊急活動を実施する際の担当者（状況把握、陣頭指揮、命令等の対応が可能な者）が、協

定の期間中、管内に配置されていること。 

・ 別記様式５－２に記載されている災害対応建設機材若しくは作業船が協定の期間中、管内に配

置されていること。 
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　　協定書等の写しのみでは、入札参加者が管内を　災害緊急活動の範囲としていることが確認できな　い場合は、確認できる資料を提出して下さい。
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・ 運転手と操作員・作業員が協定の期間中、管内に配置されていること。 

○ 別記様式５－２に記載する災害対応建設機材を確保していることを証する資料。 

 

※ 共同企業体により参加する場合は、全ての構成員毎に本様式を提出すること。 

 

 



（別記様式５－２） 

災害緊急活動を実施する際の担当者、災害対応建設機材若しくは 
作業船の保有状況ならびに運転・操作資格者等の確保状況について 

 

 表記について、以下の通り相違ないことを報告します    会社名：                    

 

管内防災協定に係る営業拠点 本店 、 支店 、 営業所 

 

災害緊急活動を実施する際の担当者

（状況把握、陣頭指揮、命令等の対応

が可能な者） 

氏   名 ： 

所属・役職 ：       ・ 

勤 務 地 ： 

連絡先 平 日：0136-00-0000 

    時間外：090-000-0000 

 

災害対応建設機材（自社保有またはリース）表中の建設機材のうち、該当する機種を記載して下さい（1 機種でも複数機種記載しても構いません）。 

機  械  名 規    格 台数 保 管 場 所 運転手 勤 務 地 
操作員 

作業員 
勤 務 地 

油圧ショベル m3 級       

タイヤショベル／ホイルローダー m3 級       

クレーン装置付きトラック 

／トラッククレーン 
  ｔ級/t 吊       

クレーン ｔ級       

高所作業車        

作業船 t 級       

※ 「総合評価落札方式における提出書類の一部事前受付の試行について（令和○年○月○日付）」に基づき、「令和○年度総合評価落札方式 実績事前受付票

（一般土木企業用）（一般土木技術者用）」（令和○年○月○日付け小樽開発建設部契約課受付印を押印済のもの。以下「事前受付票」という。）を受理し、

その「事前受付票」の写しにて評価を受ける場合は、その写しを提出すること。 

 但し、内容に変更があるときは、該当する様式及び必要な書類を新たに提出すること。 

 また、「事前受付票」により評価を受ける場合において、提出不要とされている様式の提出及び記載不要とされている事項について記載している様式の提出
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があり、当該様式の記載内容と提出を受けた「事前受付票」の写しの記載内容に相違があるときは、提出を受けた様式の記載事項を優先して評価する。 

※ 入札参加者が使用者であるリース契約による建設機材は評価対象とする。協力会社が保有又はリース契約をしている機材は評価対象としない。 

※  上記建設機材を自社保有していることを証する資料（登録証の写し）または使用者としてリース契約していることを証する資料（契約書の写しの抜粋）等を

添付すること。 

※ 機械工事、区画線工事、植栽工事の場合、本様式は提出不要。 
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（別記様式５－２）                    （記 載 例） 

災害緊急活動を実施する際の担当者、災害対応建設機材若しくは 
作業船の保有状況ならびに運転・操作資格者等の確保状況について 

 

 表記について、以下の通り相違ないことを報告します    会社名：                    

 

管内防災協定に係る営業拠点 本店 、 支店 、 営業所 

 

災害緊急活動を実施する際の担当者

（状況把握、陣頭指揮、命令等の対応

が可能な者） 

氏   名 ： ○○ ○○ 

所属・役職 ： 本店   ・ ○○○○長 

勤 務 地 ： ○○郡○○町 

連絡先 平 日：0136-00-0000 

    時間外：090-000-0000 

 

 

災害対応建設機材（自社保有またはリース）表中の建設機材のうち、該当する機種を記載して下さい（1 機種でも複数機種記載しても構いません）。 

機  械  名 規    格 台数 保 管 場 所 運転手 勤 務 地 
操作員 

作業員 
勤 務 地 

クレーン装置付きトラック 2.0ｔ級/t 吊 1 本店敷地内(○○町) 1 ○○郡○○町 2 ○○郡○○町 

※ 「総合評価落札方式における提出書類の一部事前受付の試行について（令和○年○月○日付）」に基づき、「令和○年度総合評価落札方式 実績事前受付票

（一般土木企業用）（一般土木技術者用）」（令和○年○月○日付け小樽開発建設部契約課受付印を押印済のもの。以下「事前受付票」という。）を受理し、

その「事前受付票」の写しにて評価を受ける場合は、その写しを提出すること。 

 但し、内容に変更があるときは、該当する様式及び必要な書類を新たに提出すること。 

 また、「事前受付票」により評価を受ける場合において、提出不要とされている様式の提出及び記載不要とされている事項について記載している様式の提出

があり、当該様式の記載内容と提出を受けた「事前受付票」の写しの記載内容に相違があるときは、提出を受けた様式の記載事項を優先して評価する。 

※ 入札参加者が使用者であるリース契約による建設機材は評価対象とする。協力会社が保有又はリース契約をしている機材は評価対象としない。 

※  上記建設機材を自社保有していることを証する資料（登録証の写し）または使用者としてリース契約していることを証する資料（契約書の写しの抜粋）等を

添付すること。 

※ 機械工事、区画線工事、植栽工事の場合、本様式は提出不要。 
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（記載例）                                                           （用紙Ａ４） 

 

関連分野での技術開発実績（NETIS への登録）及び有用な技術の活用 

 

工事名：                 

会社名：                 

 

 項目 項目に対する回答 技術の詳細 

 

 

 

 

 

 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当該工事の関

連分野におけ

る技術開発の

有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １ 技術開発がある 

 

 

 

 ２ 技術開発がない 

 

 

 

 

＊左記で１を選択した場合に記載すること。 

技術名称 ： 

登録年月日：    年  月  日 

  ※登録年月日がわかる資料を添付すること。 

 

開発者  ：複数の場合は、全て記載する。 

 

登録等  ：技術区分、NETIS への登録番号及び名

称を記載する。 

 

概要   ：技術概要を記載する。 

            当該工事に活用する場合は、その具体

的な施工方法等を記載する。 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「新技術情報

提供システム

（NETIS）」

に掲載された

「有用な新技

術」の活用に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 １ 「有用な新技術」を

   当該工事に活用する 

 

 

 ２ 「有用な新技術」を

  当該工事に活用しない 

 

 

 

 

＊左記で１を選択した場合に記載すること。 

技術区分 ： 

新技術名称： 

登録№    ： 

選定理由  ：入札公告時の与条件に基づき、新技術

を当該工事に適用する目的、活用場

所、期待できる効果、適用できると判

断した根拠を具体的に記載すること。 

 

概要      :当該工事において上記新技術を活用す

る場合の具体的な施工方法等を記載す

る。必要に応じ、参考資料・説明図を

添付すること。 

  

注）１ 技術開発の実績（NETIS への登録）がある場合、①に記入し、NETIS 登録者であることが確

認できる資料を添付すること。登録者と記載されていない場合は、技術開発者であることが

証明できる資料を添付すること。 

２ 本工事に新技術情報提供システム（NETIS）に掲載された「有用な新技術」を活用する場 

合、②に記入すること。 

３ ①と②は重複加点しないが、①と②が同技術である場合（自社で開発した有用な新技術を

活用する場合）は重複加点するものとする。 

４ 本工事に使用する新技術の技術区分は下記の区分の中から記入すること。 

    １）工法、２）材料、３）機械、４）製品、５）システム 

５ ②は、本工事で使用を予定している全ての「有用な新技術」について記入すること。 

６ 発注者指定によって実施を求められた技術（監督職員と協議を要する同等以上の性質・品

質を有する技術を含む。）については評価しない。 

７ 関連分野における技術とは、本工事で施工する工種で活用できる（活用する）ものとす

る。 

８ 情報化施工の活用を評価する工事においては、情報化施工の活用の項目で評価対象となり

得る技術について、関連分野での「技術開発」実績（NETIS への登録）および「有用な新技

術」の活用では加点対象としない。 

９ ＩＣＴの活用を評価する工事においては、ＩＣＴ活用の項目で評価対象となり得る技術に

ついて、関連分野での「技術開発」実績（NETIS への登録）および「有用な新技術」の活用

では加点対象としない。 

10 入札手続き開始日時点において、掲載期間終了技術については、加点対象としない。 
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（別記様式６－２）                                                （用紙Ａ４） 

 

新技術導入促進（Ⅰ）型での新技術活用提案 

 

工事名：                 

会社名：                 
 

■テーマ ○○において○○を向上させる新技術について 

 

■新技術の名称 

 

 

 

■N E T I S 

 登録番号 
 

 

■新技術の施工

方法及び使用箇

所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）「〇〇工」などの曖昧な記述は認めない。 

  具体的な施工方法と使用箇所を記載すること。 

  必要に応じて、図・表を貼り付けても良い。 

  提案は、1 項目とする。 

  NETIS に登録されていない新技術の提案を行う場合は、工事の活用実 

績等、実用段階の技術と判断可能な記載とすること。 

 

 

 

 

 

 

■期待される効

果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）本工事の特徴を踏まえ、具体的に記述すること。 

例）通常〇〇で施工するところ、新技術の〇〇により施工を行う。 

これにより、〇〇の効果が期待でき、〇〇の向上に繋がる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

※ 過去に NETIS に登録事実がある新技術を活用する場合、NETIS 登録時の NETIS 登録番号を記

入すること。 

※ 情報化施工の活用を評価する工事においては、情報化施工の活用の項目で評価対象となり得る

新技術については加点対象としない。 

※ ＩＣＴの活用を評価する工事においては、ＩＣＴ活用の項目で評価対象となり得る技術の活用は加

点対象としない。 

※ 入札手続き開始日時点において、掲載期間終了技術については、NETIS 未登録技術として扱

う。 
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  （別記様式７）                                                              （用紙Ａ４） 

 

登録基幹技能者等の活用について 

 

工事名：                                       

会社名：                        

 

活用する登録基幹技能者等の

職種・資格 
（登録基幹技能者等の配置について記載） 

登録基幹技能者 

・登録○○基幹技能者 

 

 

優秀施工者国土交通大臣顕彰

者 

・○○工 

 

 

 

 

 

 

 

□ 登録基幹技能者又は優秀施工者国土交通大臣顕彰者を配置す

  る 

（上記の者は、元請けの主任（監理）技術者及び特例監理技
術者と同一者ではない） 

 

 

 

□ 配置しない 

 

技能士 

・○○施工技能士 

 

□ 技能士を配置する 

（上記の者は、元請けの主任（監理）技術者及び特例監理技

術者と同一者ではない） 

 

□ 配置しない 

 

注１） 登録基幹技能者等は元請け又は下請け企業が配置する場合、確認欄にチェックを付すこと。 

注２） 元請けの主任（監理）技術者及び特例監理技術者が登録基幹技能者等と同一者である場合は、

当該項目の評価対象としない。 

注３） 登録基幹技能者の場合は登録基幹技能者講習会修了証を、優秀施工者国土交通大臣顕彰者（通

称；建設マスター）の場合は顕彰状を、技能士の場合は等級が特級、１級及び単一等級のみ評価

するものとし、技能検定試験合格証書を有する者を評価する。 

注４） 優秀施工者国土交通大臣顕彰者（通称；建設マスター）の評価は、平成 27 年度以前に顕彰を

受けている場合は、令和７年度まで評価の対象とする。 

注５） 配置する登録基幹技能者等は、当該作業の施工期間全てにおいて従事できること。 
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　　登録基幹技能者等の職種・資格　について入札説明書から確認し、　異なる職種・資格の技術者を配置　しないよう注意して下さい。
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（別記様式８）                                                          （用紙Ａ４） 

 

維持工事の施工実績 

 合計  ○件 

会社名：             

維持工事の施工実績 

当該工事区間または箇所を含む北海道開発局発注の道路部門の年間

舗装維持工事（工事区分「維持」）の連続５年の施工実績を記載す

る。ただし、連続５年以上の施工実績を有する場合は、任意の連続す

る５年の施工実績でよい。 

 工 

 事 

 名 

 称 

 等 

 ① 

工 事 名 称   

発 注 機 関 名   

施 工 場 所   （都道府県名・市町村名） 

契 約 金 額         千円  

工     期   年  月  日～    年  月  日 

受 注 形 態 等 単体／ＪＶ（出資比率：○○％） 

評  定  点 ○○点 

ｺﾘﾝｽﾞ登録番号 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 工 

 事 

 名 

 称 

 等 

 ② 

工 事 名 称   

発 注 機 関 名   

施 工 場 所   （都道府県名・市町村名） 

契 約 金 額         千円 

工     期   年  月  日～    年  月  日 

受 注 形 態 等 単体／ＪＶ（出資比率：○○％） 

評  定  点 ○○点 

ｺﾘﾝｽﾞ登録番号 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 工 

 事 

 名 

 称 

 等 

 ③ 

工 事 名 称   

発 注 機 関 名   

施 工 場 所   （都道府県名・市町村名） 

契 約 金 額         千円 

工     期   年  月  日～    年  月  日 

受 注 形 態 等 単体／ＪＶ（出資比率：○○％） 

評  定  点 ○○点 

ｺﾘﾝｽﾞ登録番号 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 工 

 事 

 名 

 称 

 等 

 ④ 

工 事 名 称   

発 注 機 関 名   

施 工 場 所   （都道府県名・市町村名） 

契 約 金 額         千円 

工     期   年  月  日～    年  月  日 

受 注 形 態 等 単体／ＪＶ（出資比率：○○％） 

評  定  点 ○○点 

ｺﾘﾝｽﾞ登録番号 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

工 

 事 

 名 

 称 

 等 

 ⑤ 

工 事 名 称   

発 注 機 関 名   

施 工 場 所   （都道府県名・市町村名） 

契 約 金 額         千円 

工     期   年  月  日～    年  月  日 

受 注 形 態 等 単体／ＪＶ（出資比率：○○％） 

評  定  点 ○○点 

ｺﾘﾝｽﾞ登録番号 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
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　　コリンズの写しと工事成績評定通　知書の写しは必要なので忘れずに添　付して下さい。　　　　
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（別記様式１０）                                 （用紙Ａ４） 

 

その他の技術的適性 

 

工事名：                   

会社名：                   

 項 目   当該工事における施工体制 

舗装施工管理
技術者の配置 
 
 
 
 
 
 

 

 当該工事に配置予定の舗装施工管理技術者（旧財団法人道路保全技術センター
又は一般社団法人日本道路建設業協会認定資格）について、次のいずれかを○で
囲み、配置ありの場合は、かっこ内に該当する人数を記入すること。 
 
   配置あり  （１級の有資格者数   人、２級の有資格者数   人） 
 
    配置なし 
 
注１）当該技術者は元請と恒常的雇用関係にある技術者で当該工事に専任配置する場合に限る。 
注２）当該工事に専任配置する監理技術者又は主任技術者が当該資格を有する場合も含む。 

技能者の配置 
 
 
 
 
 

 

 当該工事に配置予定の技能者について、次表に記入すること。              
                                        
 
 
 

 当該工事に配置予定の技能者の全人数   人  

  うち、元請に雇用されている人数  人 

うち、子会社である１次下請に雇用されている人数 人 

注３）技能者とは、職長、主要機械のオペレーター、レーキマンに限る。 
注４）子会社とは、当該工事の元請と連結決算を行っている会社に限る。 

主要機械の配
置 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 当該工事に配置予定の主要機械について、次表に記入すること。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

Ａｓフィ
ニッシ
ャ 

マカダ
ムロー
ラ 

タイヤ
ローラ 
 

振動ロ
ーラ 
 

モータ
ーグレ
ーダ 

路面ヒー
タ  計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当該工事に配置予
定の主要機械の全
台数         

 

 

 

 

 うち、元請が保
有又は長期リー 
スしている台数         

 うち、子会社で
ある１次下請が保
有している台数         

 
注５）主要機械とは、Ａｓフィニッシャ、マカダムローラ、タイヤローラ、振動ローラ、モーターグ

レーダ、路面ヒータに限る。 
注６）長期リースとは、３年以上の契約に限る。それ以外のリースはレンタルとする。 
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　　長期リースの場合は３年（通年・連続）契約以上　　が評価対象です。注意して下さい。
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（別記様式１０）の各項目に係る確認用添付書類等については、下記１～３を参 

照願います。 

 

なお、下記各項目の配置（人数及び台数）については、受注者の責により履行できなかった

場合は、評価項目ごとに工事成績評定点から１点ずつ減点することになります。 

 

１ 舗装施工管理技術者の配置 

   舗装施工管理技術者（一般社団法人日本道路建設業協会認定（旧財団法人道路保全技術センタ

ー認定含む））の資格者証（写）を添付して下さい。 

 

２ 技能者の配置 

   配置予定技能者が元請又は子会社である 1 次下請の社員である旨の証明書を提出して下さい。 

   なお、証明書は下記の（参考例）を参考に作成して下さい。 

 

  （参考例） 

 

                               令和○年○月○日 

 支出負担行為担当官 

  小樽開発建設部長 ○○ ○○ 殿 

 

                  住 所 〒○○○ 

                         北海道○○市○○町○－○－○ 

                  商号又は名称 ○○建設株式会社 

                   代表者氏名 代表取締役社長 ○○ ○○ 印 

                                                  ※押印は紙による提出の場合のみ。 

 

 

   下記の配置予定技能者は、当社の社員であることを証明します。 

 

記 

 

         職長      佐藤 花子 

          オペレーター  鈴木 太郎、高橋 次郎、田中 三郎 

      レーキマン      伊藤  学、 山本  浩 

 

  注） 代表者氏名は、元請又は子会社（１次下請）の代表者（代表取締役社長など）を記載し

て下さい。 

 

３ 主要機械の配置 

   機械の保有又は長期（３年以上の）リースが証明できる書面（登録証の写し、リース契約書 

の写しの抜粋）を提出して下さい。 

  

 

   注）予定している技能者及び主要機械の配置数を記載して下さい。 
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　　添付漏れとなっている事例が見受けられます。　　提出前に今一度、添付されているか確認をお願いします。
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